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市瀬由自

中央日本び）内帯兵部妬位設する飛鄭、美深朽原は、地形構造的妬は敦賀湾ー伊勢蒋線以束の地

城妃卓越する阿寺方向の揺造線と、 これに直交または斜交する跡浬川方向の枠滋t線かみられ、山

地び）配列ゃ山頂の高反分布がこれらの構造線妬支配されて複雑な配列を示している。 この小論沢

おいては、かかる地城iq位倦する庄，iii上流城を対象と して、(l)山頂の高度分布と構造線（ 文献怜

料ゃ現地諷査によるもの以外は、地形的に推定される梱造線または地形的祈隔線という 名称を使

うのが正しいであろう。）との悩係及び(2)この地域にみられる岩塊流地形など妃ついて若干の考

察を試みる。この研究は凶上作業 (50, 0 0 0分の 1地形図による）を中心にしたものであって、

野外哉査には充分な0寺笥｀をさく．ことが出来なか ，Jたので、考察結果の裂付けは今後の野外詢査に

侯つこと冗したい。いわば、将来V（おける研究のための問題提起のつも りで取 りまとめたもので

ある。

5 0, 0 0 0分の 1地形医下梨、白川村、白山、 白鳥、飛騒古）ik三日町、萩原の各四幅を参照

していただければ幸である。

刃 主要地形の配列

庄川上流域及びその周辺地域沢おける主要地形の配列をみる と、 この地域を横切る(1)北北西～

南面束方向、(2)北東～南西方向及び(3)南北方向の三方向の梱造線の記列と深い関係をもっていな

この地域の山地は、これら三方向の構造線に よっていくつかの地塊山地忙分けられ、 各地塊山地

はそれぞれ特徴のある配列と山］員高度の分布状態を示している。各地塊山地を分ける様造約の多

くは、地形的には巨視的Kみる と急塵列と乎滑な魏状に配列する水系列などしてよて，て示されるの
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で、 地形的俊勢方向もまた上記三方向の栴造線の配列に支配されている。

上記三方向の桁造線の中で地形的妬優努方向を示すものは、(1)の阿寺方向の硝造線と (2)の跡津

川加］の構造線であな（31の南北方向の構造線に よる地形配列のみられる地域は、庄川上流域の

鳩ケ谷～萩町盆地及び庄）i！源流域などである。 庄川上流城妬おいて最も顕著に現われる地形配列

の特性は白）廿線に基づく地形である。こ の栴造線に沿っ ては、 西側山地が東側山地に比較して山

頂高度が高 くなると とも氏庄川上流域の本流の流路もこの弱線に深くくい込み急崖の地形（こ

の届造谷は地形的には、新屈谷と新暦線谷との中間の性質をもっているものと考えられる） が形

成されてい る。

白川線の北の延長は、庄川本流からやや西にそれて小矢部川流祓忙連なり、山稜の配列に明瞭

だ表現されてい i.;io (2)の跡津川方向の第造線に支配される山地の記列は、白川線とは鹿交または

やや斜交する形態を示していて、庄川上流城山地の配列や低度分布忙彩越を与えている。またこ

の線は、庄川流絨以束の飛榔底原の山頂の高度分布や水系の配列に も大きな彩密を与えているの

である

圧川上流域及びその尚辺地戯の主要地形の紀列にみられる諸特徴は、中央日本内帯の西部作現

われる造地形運蝕の特性の一端を表現するものである。

皿 底度分布

庄川上流城lr'-おける山地の高虹分布を知る目的で、1柑」30 0 7li以下の谷を埋めて切峰面図（凶

略 ）を作成しねこ 1i)切峰iY:脳上に表わされた等高線の、祁度分布の不連続線を指摘して固示し

た(j)が漠1函であ入第1図をみる と、 この地城陀卓越する高度分布の不辿嵌線vc.方「咄生が示さ

れ、それらの延長や粗密な どが地城ごとに咀違することが知←れる。この方向性をもった切峰面

の瓦度分布の不連続線は、恢軟岩石の桜に侵蝕の差たよって彩成されたもの及び蜘日侵蝕面の境

界、熔岩荒の末端1;l．丘よる とは解し難＜、や比 り、囀 1運励や撓曲などの；雌耀曲の地形へ(I)
※ 

表現 とみることが許されるであら う。従って、切峰而上の高度分．布の不連続線は、各地形単元ご

との造地形運動の性質や運勃批及び単元面且の閑連などを知るための目安とするこ とが可能であ

る。

このような観点から切路面図（ 屈略）及び第1陸iたよって、庄川上流披の山地の和度分布をみ

ると、以下のような、いく つかの特徴を指摘することが出来入

※ 近接した地域を取扱った岡山俊雄教授の文献(1)も参考資料とするこ とが出来る。
ー ・・—· • - -
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第 1圏 庄川上流坂及び周辺地域における

高度分布の不連続線
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いま、こ の地祓の最高山頂をみる と、 庄川上流城西楳の白山局辺に現われ、最高点は2.7 0 2 

m侭述している。ここを中心として、別山、三峯などの2,0 0 0 m以上の山頂が南北に連なっ て

いる。白山や別山屁辺の最高山頂より 東北東の方向忙も 2.0 0 0 m以上の山稜が連なり、三方崩

山附近の稜紘部を形成 している。別山より東北東尻脈出する山稜の西部は 2.0 0 0 ~n 以上妬達 し

ていて、 大白川 と尾上郷 II流城の分水界をなしている。白山を中心とした最高山瑣は、新期安山 ・・'’

岩類によって構成される火山地城をなしているが、安山岩類の下に横たわる手取統の岩石が、
(2) 

2, 3 0 0 1)i前後の高度で舜われることが知られている。基盤山地の高度分布からみる と、白山を

梱成している 火山噴出物は、基盤山地の騒起鼠が最も大きい地祓に咬出が行われたこ とを示して

いるのである。次陀庄川流城及びキの周辺地城の山頂の高度分布をみる と、白川線を境として東

餅山地と南倶且地とでその磨悛分弁砲異iてしてい令この白川線は、明大岡山俊雄教授によって名ずけられ

た地質梢造線で、小矢部川上流城からプナが峠、蓮如岩の鞍，部を逍り庄川上流域の野谷部落妃至
(31 

り、以南は尾神郡浴応達す；；.;iもの文・延長は 44 k.m冗及んでいる。

白川線は敦賀槍伊勢慇線といわれる噸著な栴造線以東の地以にみられる阿寺方向を代表する

梱造線と言われ、南部は花協岩中を逍過する と己われている。 この白，Iii線を境とする両側山地の

砧度分布 ＇をみる と、プナオ峠以北では祈層谷を伴ない、東側か高く、 西側が低くなっ ているが、

以南では西側山地が束迅＇山地より 30u~50Jm(らい高 くなっている。

いま白川線を境とする西側山地の高度分布をみると、プナオ峠以北では、多子津山 (1.30um)

赤堂山（1,0 4 6 Ill)、大和J1(841m)、高尾山 (84 1 In)などの山 が北北西に辿なっ

ているが、臼川線の東測には、猿ケ山 (14, 4 7. t; TT:)、三方山 (1,2 0 0.m)、三角点(949.9m)

峰などの山稜が追なり、山原高度は100~ 150m位東側山地が高くなっている。

これ妬対してフ ナオ峠以南の庄川上流城の泉西両側山地の高度分布をみる と、 西側山地が全体

として 3Q0~ 5QlJIIZ高くなっているが、この地域の両測山地の高度分布は、跡津川方向の怠

造線の影祁代よって 北部、中部、南部の各地域でそれそれ異なった現われ方をしている。

北部地域と中部地域との地形的埃界線 （高度分布の不連就緑） は、荒谷の下流部から蔽砂谷に

抜ける栴造線であり、牛部地城と面部地域との境界線は、尾上蜘川から森茂筋谷に抜ける杭造線

で あ る。 •な お、 この尾上郷川及び森茂筋谷によって示される枯造線は雅行して配列す る。

いま、プナオ峠以南の庄川上流坂北部地放をみると、西腿山地匠は大笠山(1,8 2 1-9 m )、

笈ケ岳(1.d 4 1. 4 m)、三方岩坂(1,7 1もm)、妙庄山 (1,7 7.5, 6 11i )などの白川沿訂て平

行して配列する山稜が追なる。この山稜のすぐ束側には、倉谷川（白川線と平行して配列する）を

境とし、北より大門山 (1,5 7 1. 6 m)、赤朕木古山 (15Q3rr.)＇、大笠山東方の三角点
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l 1, 5 2 2. 1 m)峰及びフクペ山(1,6 5 7. 5 771)東北方の三角点 （1.4 4 1. 5 m)峰などの一

段低い山稜が配列している。また東側妬は三辻ヶ山 （1.7 6 4. 4 m)、人形山（ 1,7 2 4 m) 

及び三角点(1,4 9 8. 1 m)蜂が連なる。三ケ辻山、人形山は牛首峠を通る北東～南北方向の構

造線妃平行して記列する山地の南西部を占めていて、山頂高度はこの部分で最も高く なっている。

この地域か白川線と庄川との閤妬は、タカ ンポウ山 (1,1 1 9. 5 m)、オゾウゾ山（ 1,0 8 5. 3 m) 

ゾウゾウLり(951.9m‘：の山塊が述な っていて、北部地域東側の山頂の高度分布は、 ここ では

束方より 西方妬漸次低くなっ ている。そして白川線に接近した地域では、白川線の西側の山j員と

の高度差は 17 0~ 5 0 D mに進している。その他北部地域の南に は、南北方向K連なる高度分

布の不連続線も現われ、白川線と一部、交錨している。この南北方向の不辿続線は、三方岩撒、

野谷荘司且J(1.797.5711)とゾウゾウ山、卒塔婆峠、独立様伍点 86 5・、双l峰などを境すろ南北

方向か’PJJI国 よって示され、その高度差は7D 0 - 口• 8 0 0 7刀にも遜している。 この構造線はゾウ

ゾウ山、卒塔婆峠、馬狩を辿るもっ と大窪以南のも心とに分けられ、 両者は雁行して配列してい

る。

庄川上流域り項，；谷～萩町の堆桁街は、白川孫南北方向の構造線、牛首及び荒谷ーマナゴ谷峠を

通る北牙ぐ～南匹方向の構造飴などの交錨する地帯尻ある())で、数本の柚造緑に基づく弱称が侵蝕

侭よって形成された ものであるう。

な試この北部地域の北沢．は、庄川の北岸：と北束より南西妬速な る1,1 0 0 ~ 1. 4 5 0 mの山

後がい 、庄／IIの支流の梨谷/!j及び匹赤）も妬て、 庄川疇＜皮流の一部がこ の山稜妬．平行してい

る状態をみるこ とが出来る。そして何れも、 これらの支流の流路を境として、南東側Wは主山稜 ・

よりも一段低い 770~1.1OOmの山科が記列していて、ともに跡副 ii方向唸恥造枷の影蒻凍

よることを示してい る3

庄川上流城の北部地城と中部地域の境界は荒谷下流部ーマナゴ谷を通る線によって示されるが、

北部地域の東南部はこ の線と誰行して配列する天生峠｀を通る穏造森忙よるもの と考えレれる。こ

の線は跡津）I!硲造線の廷長j→てあたっていて、牛首峠を西る灼迄線とこ．．応・達造級の間陀ある山稜

は、南西部で最も高 く、 1,4 0 0 ~ 1. 5 O (.1 mに達している汎庄川上流域の中部地域の東側山

地との間には 300~ 400111の高殷差がある。

次に庄川上流城の中部地城のr~ 度分布沢 ついて迩・ヽな中部地城の西測山地は、 庄川上流域及

びその局辺地城の中では芯も山J呉i品竺が大き くなってしさ` こ心此瘍の山品は、人出川の北部に

横たわる山地と、南部i吐もけたわる山地と ！C．大別される。 削者は白山から北北東に延びて 2.1 0 0 

~ 2. 3 0 0 mの高度を示し、荒谷、大即 II及び椛点勾！： ＇屯川の豚流）の分水界をなしている。
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こ叫版 (T)一支脈は三角点（ 2,1 2 3. 9 m ）｛峰よ り東南束に派＇出して、三方崩山の高客を形成し

ている。後者すなわち白山の南の別山 (23994m)より束に延びる山稜は、 1, 7 4 0 ~・ 2. 1 

0 0 mの高皮を保もつつ日照岳・(1,75 1. 3 m)忙達している。 南部地城との境界をな している

尾上郷川の 高度分布の不連続線は みの面南端K33いては、尾上郷／II本流に雁行して配列する小

局堂谷口統いているが、西南部では、天狗山などを樅成する安 L速浅此段われ、高度差は不明瞭

とな っている。従って、 淫上郷川本流と小局堂谷によって囲まれた、三ノ峯、ニノ迄（ 1,9 6 2 

3 In)、一ノ奈、銚子峯 (1.8 1 □. 4 m)、丸山（ 1,7 8 6. 0 m)、芦怠山（ 1,7 1 6. 7 m)な

どの山地は、中部地域妬i約すること 1/Ct.よる。三方崩山、三角点(1,7 4 6. 1 m)蜂及び日照岳な

どを述ねる山稜の前面には 1,1 0 0 ~ 1. 4 0 0 mの平坦面ば発送する。 この平坦面は大白川及び

尾上郷川流城にも分布していて、 1.7 0 0 ~ 2. 0 0 0 mの山稜Kみられる平坦面を緑取っ て発達

してい る。そのため！た白川線に面する西部山地の東側の急斜面は、階段状ic低下する地形を現わ

している。

これに刈して、中部地成の白川総以東の束側山地は、猿ケ馬垢 (1,8 8 0 nI)、tJJ,糖山（ 1，74

4.3m) 、 御廿i)伝(1,81 6.5 1n)、栗ヶ岳(1.7 2 8. 5 m) 7,rとの山地によ って購成されてい

るか、披高点が裕ぴケ馬拓附近忙あI3(J)で、地味の北郡ほど隆．起母が大きく なっている。なお、こ

(/）山地の東緑応宮／iiの支流てある小品川の北店～苗東方向のり1f泌V（よ って、宮川訛城の飛脚祁

原と換されな小剛liのこの方伯](/）流路は、白／fl線胚平行して乱夕iJする阿寺方向の、構造線に支配

されるものと考えられる。この郷岱巌を境と して．，庄川上益城の中部地域政側U地が 1.5 0 0~ 

1. 8 8 0 mであ るのに対してそれ以采の飛弥高原は90 O・、1,5 0 0 mであって、 3 0 0 ~ 6 

0 Omの舟度差を生じている。 これとと も妬、この地城が、庄川上加域の束側山地の中では、最

も高い標高を示しなヽて、 隆起紺の大きい地J文をなしていることが知られる。なお、この地域の

1.700~1.880mの高位平担面を緑取＾て， 1, 0 0 D -・ 1, 2 0 0 mと1,3 0 0 ~ 1, 5 0 Q Ill 

と¢‘二段の乎坦面の発逸がみられる。 1,5 0 0-1, 5 0 0,Aの平担面は天生峠陀近に分布する

1, 2 0 0 ~ 1, 5 0 0 mの陥起準乎原K対J:I:'・されるもので、 これは所位平坦面に対しては山椋面の

I史係にある。なお 1,0 0 0 ~・ 1, 2 0 0 m,;--.乎埠麟 1,2 0 0,~ 1, 5 0 0 Inの平坦面沢対して山神．

面の防係方’もって発達するように考 えられら 1, 2 0、0~ 1, 5. 0 0 m平坦面及び1.o o a~ 1. 2 

0 0 m平担面も ともに、窃位平坦面を緑取って山池の周辺虻分布 i方が、 1,0 c 0~1, 2 0 0 71l 
(<JI 

の乎担面は、庄川上流、 六i我川及砂J•‘.t~ 、＇ li 雌ぷぶこ兌迄ゴら': j o ~ 1, 1 3 ？てしへ下．貞に辿況すな

次に庄）1！上砒城の南部地城における山頂の高度分布陀ついて述べる。

庄川上流城 の白川線は、岡山俊雄教佼してよっ ても互月示されてい‘卜いが、切姦亜図上の高度分布
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の不述続汲や野外調査、空中写真の判読など！てよる と、 庄川本流に沿って御母衣、落部を迪り、

更に三谷を経て、寺河戸川東方の山稜を掠めて馬瀬川上流の麦島、楢谷に抜けるものと、これに

雁行しながら寺洵戸川上流より 1,2,-2 m鞍部、山中峠を通っ て水沢上に抜ける ものが考えられ

る。この白／1|線を境とする西側山地は山頂の高度分布よ りみると、 2つの地塊山地に分けるこ と

ができる。その蜘形的境界線は、庄川上流の蛭ヶ野（新開地） ．～野外呉方向の流路によって示さ

れる。この境界線より 西北方に横たわる山地は、大日ケ獄（ 1,7 0 8. 9 m)、天狗岳( 1,6 5 8, 4 m) 

より大黒谷周辺の三角点 (1,3 6 2, 6 m)峰、 （1, 2 6 5. 4灰）峯及び三角点(1,2 6 5 m)峯

応よって示される山地で、山頂高度は 1,7 0 0 ~ 1, 0 0 0 mを示している。 大日ヶ漱や天狗岳な

どの新期安山岩類たよ って構成される山地は、概ね 1,2 0 0 m以高の山地をなしていて、手取統

や新期花協岩（黒雲母花巌岩）よりなる山地の標高は杞；ね 1,2 0 0 ~ 1, 0 0 Umである。東南部

の山地とは比高100~200mの北東～南訟に走る急担（この急崖以北西より 南東への徊上
(5) 

断層妬基づく仮上断陪樹であることが拮摘されている） iてよって境される。これらの山地¢束南

部には、鷺ケ伍 (1,6 7 1. 6 Ill)、烏帽子缶 (1,6 2 5. 3 m ）、兒当山（ 1,3 5 2. 1 m)などの

新期安山岩類よりなる山地が淡たわっているが、北部及び北西蔀は高度を波じて 1,1 0 0 ~ 9 00 

m(l')平瓢稜よりな り、山校上(l)―部り 、堆柏＼息（一色砂i恰及び町峠I'，.｝に相当するもかか ？・）

が発迷する。

庄川本説と落部一三谷を迪る直線的な谷 （白川船妬沿う硝造谷） Vこよって囲まれた山地は、

1, 1 O O ~ 9 O O mの高度を示していて、． 恥紺湛睾岩類や飛脚崚淋岩沢よ って科成されている。

この平担面は中部地域か 1,0 0 0 ~ 1, 2 0 0,71の平担面に辿続する もので、六腹／！は浙t域にみら

れる平担面とと 4、して広い範囲K発達する，閉凸俣の東酌部ゃ南部の 1,0 0 0 ~ 9 0 0 mの平担面

上や蛭ケ野附近の 1,0 0 0 ~ 9 0 0 n！の高度妬に、砂珠層や粘土／苦よりなる堆栢屈が拡っている。

また蛭ケ野附近の 87 0 ・~ 9 0 0 m O)円形状の高1泉か一部妬は、低湿地があり、青灰色ローム屈

（上部ローム屈がグライ化作用を受けたもの）や泥炭附が発達するr

次た南部地域の京側山地の高度分布をみると六厩川Kよって北東側の山地と 南西側の山地妬分

けられる。北東側の山地は、小烏）lk六限川、森茂筋谷などの分水界をたす山地で、 1, 5 0 0~ 

1.300mの山稜が遥な叫山稜上には荘白川流紋岩類を祓る平坦面が保存され ていな この山

地は、北西部陀三角点（ 1.5 3 6. 1 m)蜂に示される最高点が現われている。なお、 東北側1」：地

の防部代は、川上川流域より六厩川流域に抜ける北束～南西方向の高度分布の不辿続緑が辿って

いる，， この不辿続線は、/II上）1：下流左岸の見計山 (99 7. O In)、牧ケ洞北方 2kmの独立標高点

1, 1 2 6 m峰、滴ケ洞山 （1,2 9 4. 4 m)の山頂を連ねて松木峠 ('l.087m)に抜けるもので、
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北西側が 40 0~ 1 0 0 m高 くな っている。なお、この高度差は北東部ほど大きくなっている。

火山 (1,397. 2m)~付近の山地は、 この不述続絞の南東側に厩 していて、 北西側の山地より

若干ぐ らい低くなっている。

南西側の山 地i文 丸厩川支川のシツ谷を通る北北西～南南東方向の谷妬よって高度分布を異に

する 2つの山稜匠分けられる。シツ谷以東の山核は 1,4 0 0 ~ 1, 2 0 0 mの定高性を帯びた山稜

が辿なり、；；rの東南部には火山が希えるゥ晟高点は落部東北約 4kmの三角点1,4 8 D, 3 m峰附近

妬現われなシツ谷以東の山後は 1,2 0 0 ~ 1 2 7 0 mで、以西の山稜との関侭．は20 0 m前後

の高度差がある。 シツ谷の南南東への延長部Kは、 独立標高点1,0 1 8加象 1,1 2 0 m及び

1. 2 0 0 mなどのケ ルンパット 1犬の突起が山稜に平行に配列し、断陪沢と思われる水系が平滑な

線上に座なっ てい る。なお、六厩川流域択は 900~ 1.100mの高度に、壮年谷によっ て示さ

れる平坦面が発起し、上位の平坦面 l1. 4 0 0 ~ 1, 2 0 0 m)妬対して山麓面の関係忙ある こと

を示している。

以上、庄川上流牧の酌部地城の高度分布沢ついて説明したが、均部地域では白JII綜を境とする

両側山地の高度分布をみると、両測山地で尼、大日ケ諏、犬狗山な どC)新期安山岩類の啜出物を

除 くと，. 束側山地より 200~ 30.Qm低くなっ ているよう妬考えられる。この ことは、南部地

祓妬おける地形的特徴の 1つである と言える。なお、均々俣以南の見当Ll!、為ケ岳、烏帽子岳地

城については、 見当山北跳の1,1 0 0~9 0 0 mの平j月山祓の上部に献っている堆積陪と基盤の

手取統や花廊岩類との不姫合面の高度などより、ここでも束聞山地が若干高くなっ ている。 が、

一色 ］ 1 し 寺洞戸 川流域では 上述した火山噴出吻に裂われるので•.星珪山地の高度や起伏の状態

などについては不明である。

なお、高度分布の説明を終えるに当り、庄川上流城の函炭分布の特徴を要約して述ぺる。

この地域の山頂の高度分布を支配するものは、阿寺方向及び跡津川方和］の糀造線である。

山頂の高度分布をみると、 これら 2系統の屈造線によって流域の山地け多くの地塊妬分けられ、

各地塊がみれぞれ特徴のある高皮分布を現わしているc 各地塊を分ける裾造線しQ沿っては、顕箸

な山頂高度の差異や急崖烈 水系列b谷中分水、断｝召突起、＇祈陪鞍部など がみられ、断陪地塊と

しての特徴を iヽって、いる ものが多い。つまり、 多くの析翔によってダ:,t}られた地塊山地をなして．

いて、各地塊が不等の運測）を行い、 その結果が現在の高段分布の大秘を支埒こしているものと言え

るよう である。しか しながら、複雑な酋召ダ瓜高度分布の中沢も或る往の栽貝1J1主がみられ、 この地

城の高度分布を決めているも (f‘と考えられるのである。庄川上流城は、地）辮桔造的には中央日本

の内帯西部沢あってっ敦負湾ー伊勢湾線以東妬敢著竹ー現われる料］寺万宜¢、.＇．＇咆線 である白川線と、
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それ｀〖薗交する跡洋川方向の揺造鋲が卓危し、 西南日本内帯 lrr.: おける塊裂的連動の支配を受ける

地域K't．tっているのであるっ

そして、この択裂的荘弛が愚近の地質時代以降においても繰返されているこ とは、 2~3の高

度分布の不述続線を形成する栴造線妬沿って、新期の新居変位が行われているこ と忙よって も知

ろことが出来る のである。すなわち、白川線束南部の落部、三谷間の構造谷陀おいて、東側山稜

叫 国や押出 し地形を戟る 2~ 3条の雁行状W酋ピ列するも1陪変位が歯察され、荒谷左岸の山稜の

平坦面上妬は、平坦面を殻る新！ぼ （白川徳方向や，窃津川方向のもの）や出口をもたない線状釘凪l

地が追なるなどはこの例である。

ともか く、庄川上流城妬おいては、地形的に推定される構造線の否，くが、新しい地質時代まで

変位を繰返している可能性が大きいこと も特徴の 1つとして挙げることが出来るのである。 そし

て、 これら府造綜o・)一部では有史時代以降i,（おいて も地裳に伴なう地変（例えば跡綽川谷しておけ l 
(7) 

る安政5年 (1858)の大地庭ゃ天正地震（1586)(1[よるや居雲大崩染な ど）が発生して

いることは、この地域lて庭浣を有する大地震が多いだけ匠土地保全上＊考膝、すべき尚題を含んで

いるのである。なぶ、 これらの枯造和の地形的．表硯の 1つとしての、斯担iの磁）粘変位：妬ついては、

その地形的特徴ゃ火山地誡('(おける dyke rock による変位¢・、性質や変位紺など興味ある

閣類があるので、何れ板を改めて辿べることにす恥

lV 岩塊流地形

庄川上流域の岩塊流地形は、主として流域(1.、南西部や求南部の新期安山岩類より ，；る火山地域

（てみられ伝この中、東南部グ．‘火山群柑烏帽子岳（ 1,6 2 5. 3 m）、ぶ苓ケ岳 （1,6 7 1. 6 m)及

び見当山（ 1，55 2, 1 T/i)などの火山かたなっている。これらの火山体は洪梢世に唄出したと言

(61 
われる安山岩知及びその砕屑岩類から岱成されているが、火山体の開析t1造んていて！京形と思、わ

れるものは、西方の郡上郡高菊村の標高800 m以窓のところ妬わずかk残されているに過ぎな

い。また、これ らの火山体を放る南北方向北西～困東方向及び束西方向の新／名がみらゎ、 火」j

体の閉析には桔造的な運砧の影悴も加わっている ものとみられる。一色川中下流の東縁部や寺河

戸川東緞部及び見当山北能などはこの例である。火山体の開析択塘からみると、一般に八ケ岳火

山よりも進んでいるよう陀思われ、地形的に柑かな り古い火山であると考えられる。

東面部の院析の進んだ火山地成の中で岩塊流地形がみ c、 れるのは一色！ Ii 」—中前城や十河戸川上

流などである。寺河戸川上流域の東綜山地の山腹しては、安山岩の角院によって複われた斜面があ

る。寺河戸部落より 標高1,2 1 2 mの鞍部に至る山腹斜面はこの例である。 ここでは最大径る～

-20-



2m大の安山岩角踪が斜面全体を殺っていて、 こか地方で「ゴ ロ原」(bouider fie Id) 

と呼ばれる地形を形成している。安山岩角思の産状や厚さしでついては鈷頭が少なく不明な点も多

いがし角鞣の表而は黒ポク様の土撰に拐われ安定している。これと同様な産状の安山岩角届・.'まー

色川上中流城の山股斜面してもみちれな 一色川の標高80 0 m附近の右岸山地の山梵尻は「宮跡」

と呼ばれる地怜があり、附近には山 腹斜面より崩落した安山岩角保匠よって覆われ、 ゴロ原を形

成している。

この宮跡は記鉱によると、 「天正13年 11月 29 E:I連日の大震虻よ り裏山崩埃し、二十数戸

咲部落が全披し、 数十名の人命を失った云々」と 詰されてい礼 函」iの地域妬は斜面を摂う角粽

陪がみられるので、大地裳の除の振勅してよっ て角硲癖が一挙竹崩猿して部落を埋め．．ゴ ロ原を形

成したものと考えられる。女山岩の角踪の中で大きなものは2m (奴大径）妬逹するものがあり、

円磨度け5前後のものが多くなっているC (四昏度は Krumbein の基準阿よる）

なお、庄川上流域の南四部の火山地域l-Cも岩塊祝地形がみられる．）天狗山（ 1,6 5 8. 4 m)の

北斜面を流れる小シウ ド谷の支流の谷頭部を埋め ている岩塊流はこの例であ、•b。ここでは安山岩

姪よ りなる岩塊流堆拍杓が比高 7~8 m/[_）段丘状見形を なしていて、 岩塊流形成後の佼蝕の復活

を物語っていな岩英流！てよ って埋められた谷は掠流部まで連なるが、屁辺の壮年的な谷槌斜面

とは明賄Irc士立されている。 こか岩班流罪積物ダ凌這」は、厚さ 20虚前後の黒；ドク様土奥に疫われ

てい℃その地形 と叫井を考える と、 岩塊流はこ こで も辿去形態として存在するこ とが知られる。

斯様に山地妬おいては斜面を裂う岩災流として、 また、支谷(!)谷頭附近の谷を埋める岩坑流と

して、 粗大な岩挑の堆桔がみちれるが、庄）！1本流の洵岸段丘の堆伍物の中妬も粗大な物質がみら

れ、地形や火山灰との製係から、 岩塊流の形成峠代を推定するこ とが可能である。 ところで、庄

川上流城妬};i河岸段丘が発達し、 高度、比高、詢析状態及び火山灰など との防係から 5段の段丘に

大別出来る。これらの段丘の中で庄川上流城の岩救流と防連をもつものは下位段丘である。下位

段丘は岩瀬、牛丸、牧戸、中畑、新淵などの庄川源流域に広く分布するが、一色川の上流域では

崖錨状の段丘Vて移化し ている。この段丘の特改は、現河床との比莉約9・I力で火山灰に疫われるこ，‘

となく 最上部は 40~ 5 0 cn，の黒ボク 椋土栢がみられる。

この下位段丘（庄川上流の新汎甘i付近 ・標高80 0 m)をみる と、上部と下部とで段丘堆積物の

性質を異（てしている、，上部の段丘荻隊捻安由岩踪（般大径1..5 m、円磨度7)、花扁閃緑岩、片

和岩の亜円恥よりな る腐膚でsorting も悪く、雑然 とした堆柏相を示している。厖厚は3

~ 4.5 mで、踪の岩質別の組成をみると、 安山岩踪が最も多くなっている。 この砂届厄すの下位は

花尚岩砂を主体と した砂数居で、蛉径は5D~ 7 Ccrr,、一般に亜円裟が多くなっている。砂は）留
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の中には社色の中粒砂）屈より なる レンズが挟まれ sorting は上部の砂蝶層より 一般的に良

くな、り、局部的に層理の発遂もみられ恥花協岩骰の中況は風化を受けて砕け易くなっ ているも

のもあり、コatr 1 x は小祐または石英粒を含む祝色の砂層より なっている。 なお下部砂礫屈の

下たば基盤の花瓶閃緑岩が森ゎれている。上部の段丘砂媒陪は その上(IC載る厚さ50 ~ 6 0 C'ITtO" 
黄祝色砂層尻漸移し、最上部は 4O~ 5 Ocれの黒ボク様土撰に投われている。

斯様i勺庄川上流域の下位段丘堆積物の上部には、{l)sortingの悪い安山岩礫を主体とした

砂器庖がみられるこ と。 (2)それらは 渠ポク土柄K夜われていて、屡位的厄は一色川流城、寺河戸

川流城及び小シウド谷上流にみしれる山腹斜面を投うコ ロ原の堆積物や谷を埋めるコ＇口原の堆積

吻 と同｝図準におかれていること。(31下位段丘の硯河床か らの比高が 9m前後であっ文 上部ロ ー

ム（分布状態よりみて、 白山及び周辺火山起源のも0)と考えら れる。 ）の一部を風成堆積として

載せる中位段丘（ 比高約 20 m )の下にあるこ と。(41地形的柘は中位段丘形成後、下位段丘の完

成前、すなわち段丘砂保／習の堆積期てあり、Ji1位的妬は上品ローム屈堆積後、黒 ボク様土痕堆積

前の時代であるこ と') 1：どを併せ考えると、庄川上流城の岩城流0.）一部は邸漬世末期～沖粕世初

期のもので石．る と推定される。

なお、 これら岩塊沢の形成塚境忙ついては、気候地形学的妬みて辟明しt釘 ればならない貶多

の問辿が含まれている。が、 b ouIこler fi eIdの形成や岩塊流形成の土地的塚坦(T)1つと し

て考えなければならないの｝芯也巌に伴なう地盤の振動や破埃であらう。地＇ 底の振砂は山体の内部

して亀裂や多 くの不安定f吋勿許を形成し品＜、 これが地四妬餘し ての崩埃や森雨などと結びついて

岩塊流地形を形成し易い ことである，．） 庄川丘流域だけ．記録に残されている範囲では中世以降 に
(8, 

おいて何回 4大桧校な埒裟！て焚われている。このような地学的にみて不安定な条件は最近の地虹

時代以栢．沢おいても繰返され，山体の大規模な崩壊や山地斜面上の不安定t£物質の生産vcあずか

って力があったものと考えられる。しかも庄）1|上流域における boulder fieldOう一部は、

南北方向の新階や北西～南面方向の断陀と偲連した位隧にみちれ、かつ、 これらの様造総妬沿 っ

ての変位が地形的にも新しい時代まで綬返されていることなど iヽ文 池造線と結びつく地裟活珈が

不安定な物質の生産に関与して来たことが推定される。

我が即が哀太平年の造1」帯陀あっ て火わび‘一部をな しているとと 心に、地裳活曲の旺盛な地域

をなしていて、依近地質峠代以降tておいて刻しい地設が繰返されて来た。 これが岩塊の生産や流

出と直接的、 ti'」接的沢粘びついて大規絞な岩歩流形成の一要因をなして来たもJ）と・替えられる。

我が国のよ う な土地的埃境の下で，?‘岩典流生成の—要因 と して、 地緩K 伴な う 地盤の破壊や振励

を考えたいのであるC
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箪を掴くしこ当 り示唆を与えられた多田文男博士及び岡山浚雄博士妬謝意を表する次第である。
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